
赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています

鹿児島県　与路島
奄美大島の先の先にある与路島へは古仁屋港から1日一便の船で渡る。
欠航もしばしば、離島中の離島なのだ。
だからこそ島民の送迎はあったかい。
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東京の多様性を活かした 
地域共生社会を一歩前へ
～東社協の新たな中期計画を策定
　東社協では、「令和４～６（2022～2024）年度　東社協中期計画」
を策定しました。新たな計画は、前期「平成31年度（2019年度）から
の３か年　東社協中期計画」の成果をふまえ、取組みを強化しながら
継続し、推進するものです。新型コロナウイルス感染症（以下、新型
コロナ）の感染拡大の影響が今後も続くことが想定される中で、東社
協のめざすビジョンと役割、課題等をふまえ、取組みの方向性に沿っ
て、重点事業をはじめとした各事業に取り組みます。
　東京の多様性を活かしながら、めざす“地域共生社会”づくりに向
け、さらに“一歩前へ“と推進すべく、さまざまな福祉施設や団体、関
係者の皆様とのネットワークを通じ、活かし、連携・協働することを大
切に取り組んでいきます。

「
地
域
共
生
社
会
」づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進

東
社
協
で
は
、令
和
４
年
度
か
ら
の
新
た
な
３
か
年

に
向
け「
令
和
４
～
６（
２
０
２
２
～
２
０
２
４
）年
度　

東
社
協
中
期
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。策
定
の
前
提
と

し
て
、コ
ロ
ナ
禍
を
通
じ
て
顕
在
化
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
課
題
や
人
口
減
少
社
会
で
の
福
祉
人
材
不
足
の
見

込
み
、災
害
へ
の
対
応
、重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の

創
設
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
な
ど
、社
会
情
勢
や
制
度
施
策

等
の
状
況
を
ふ
ま
え
ま
し
た
。加
え
て
、東
京
都
や
全
社

協
等
の
各
種
計
画
、東
社
協
内
の
動
向
や
計
画
、提
言
の

内
容
も
ふ
ま
え
検
討
を
す
す
め
ま
し
た
。

策
定
過
程
で
は
、主
に
東
社
協
総
合
企
画
委
員
会
よ

り
助
言
を
受
け
ま
し
た
。ま
た
、地
域
福
祉
推
進
委
員
会

や
施
設
部
会
連
絡
会
、社
協
部
会
な
ど
の
ほ
か
、「
福
祉

広
報（
令
和
３
年
11
月
号
）」で
も
検
討
内
容
を
お
伝
え

し
ま
し
た
。そ
れ
ら
か
ら
の
多
数
の
貴
重
な
ご
意
見
も

参
考
に
、と
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

「
東
京
の
多
様
性
を
活
か
し
た
＂地
域
共
生
社
会
づ
く

り
＂の
推
進
」を
共
通
目
標
に
掲
げ
た
前
期
計
画
の
目
標

や
取
組
み
の
方
向
性
を
継
続
し
、こ
れ
ま
で
の
成
果
を

ふ
ま
え
、「
東
京
の
多
様
性
を
活
か
し
た
＂地
域
共
生
社

会
＂を
一
歩
前
へ
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、さ
ら
な

る
取
組
み
推
進
に
努
め
ま
す
。

東
社
協
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
役
割
は 

前
期
計
画
を
継
続

今
期
計
画
で
は
、前
期
計
画
の「
め
ざ
す
べ
き
地
域
社

会
の
姿
」と「
東
社
協
の
５
つ
の
基
本
的
な
役
割
」を
継

続
し
ま
す
。「
め
ざ
す
べ
き
地
域
社
会
の
姿
」に
は「
東
京

の
多
様
性
を
活
か
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
生
活
課
題
を

主
体
的
に
解
決
で
き
る
地
域
社
会
」を
引
き
続
き
掲
げ

ま
す
。ま
た
、こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
東
社

協
が
果
た
す
べ
き
基
本
的
な
役
割
を「
安
心・安
全
と
権

利
擁
護
、自
立
生
活
支
援
の
推
進
」「
福
祉
水
準
の
向
上

を
支
え
る
基
盤
の
強
化
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築・協
働

と
幅
広
い
参
加
の
促
進
」「
取
組
み
の
支
援
と
普
及
」「
情

報
発
信
と
提
言
」の
５
つ
と
し
て
い
ま
す
。

長
期
お
よ
び
３
か
年
の 

「
取
組
み
の
方
向
性
」を
定
め
、 

こ
れ
に
沿
っ
て
15
の「
重
点
事
業
」を
選
定

東
社
協
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
役
割
、課
題
や
内
部・外
部
環

境
を
ふ
ま
え
た
取
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、新
た
に
長

期
お
よ
び
こ
の
３
か
年
の「
取
組
み
の
方
向
性
」を
定
め

ま
し
た
。そ
の
上
で
、「
重
点
事
業
」と
し
て
、こ
れ
ま
で

の
取
組
み
を
も
と
に
、「
取
組
み
の
方
向
性
」に
合
致
し
、

到
達
目
標
の
具
体
的
な
設
定
が
可
能
な
事
業
の
中
か
ら

15
本
を
選
定
し
ま
し
た（「
取
組
み
の
方
向
性
」「
重
点
事

業
」の
内
容
は【
図
】参
照
）。

前
期
計
画
期
間
中
は
、社
会
全
体
が
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
の
影
響
を
大
き
く
受
け
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
、

交
流
機
会
の
減
少
な
ど
日
常
生
活
の
長
期
に
わ
た
る
変

化
に
よ
る
高
齢
者・障
害
者・子
ど
も
へ
の
影
響
、ぎ
り

ぎ
り
で
生
活
す
る
世
帯
の
不
安
定
な
状
況
な
ど
、こ
れ

ま
で
十
分
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
課
題
、地
域
活
動

の
担
い
手
と
活
動
へ
の
影
響
、情
報
格
差
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
（※）
。

こ
う
し
た
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
は
、重
層
的

支
援
体
制
整
備
事
業
等
の
動
向
や
し
く
み
と
、権
利
擁

護
の
視
点
も
ふ
ま
え
た
社
協
の「
地
域
づ
く
り
を
す
す

め
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」の
活
動
推
進
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、社
会
福
祉
法
人
の
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
機
能・活
動
支
援
等
を
通
じ
、地
域
公
益
活
動

（※）�東社協地域福祉部実施「重層的支援体制整備事業に関わる取組みおよび
コロナ禍における地域課題に関する状況　区市町村社協アンケート」�
調査結果（https://www.tcsw.tvac.or.jp/chosa/
documents/2021.9chiikichousa.pdf）より
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の
よ
り
一
層
の
推
進
が
必
要
と
捉
え
て
い
ま
す
。同
時

に
、把
握
し
た
課
題
を
共
有
し
、そ
の
解
決
に
向
け
、社

会
福
祉
法
人（
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）や
民
生
児
童
委

員（
協
議
会
）等
の
多
様
な
関
係
者
が
連
携・
協
働
し
て

解
決
を
め
ざ
す
取
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
が
、重
点
事

業
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
ま
す（【
図
】重
点
事
業
①
②

⑥
⑦
⑧
等
に
関
連
）。さ
ら
に
、企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

推
進
、地
域
福
祉
活
動
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
連
携

強
化
等
に
よ
り
、幅
広
い
市
民
参
加・多
様
な
主
体
の
協

働
を
す
す
め
ま
す（
⑨
⑩
）。

ま
た
、厳
し
い
状
況
が
続
く
福
祉
人
材
の
確
保・
育

成・定
着
に
関
し
、転
職
者
等
の
未
経
験
者
を
福
祉
職
場

に
積
極
的
に
導
き
、外
国
人
も
含
め
誰
も
が
働
き
や
す

い
職
場
づ
く
り
を
め
ざ
す
た
め
の
現
在
の
修
学
資
金
貸

付
事
業
や
研
修
等
の
取
組
み
を
さ
ら
に
推
進
し
つ
つ
、実

態
調
査
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す（
③
④
⑤
）。

あ
わ
せ
て
、コ
ロ
ナ
禍
も
ふ
ま
え
た
災
害・感
染
症
等

に
対
応
す
る「
危
機
に
強
い
福
祉
現
場
」づ
く
り
と
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進（
⑪
⑫
⑬
）、社
会
福
祉
の

幅
広
い
理
解
促
進（
⑭
⑮
）に
も
努
め
ま
す
。

な
お
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
ふ
ま
え
た
緊
急
小
口

資
金
お
よ
び
総
合
支
援
資
金
の
特
例
貸
付
は
、重
点
事

業
で
は
な
く
、「
国
の
方
針
等
に
基
づ
き
、必
要
な
体
制

を
整
備
し
着
実
に
実
施
す
る
事
業
」と
位
置
づ
け
、長
期

に
わ
た
る
適
正
な
債
権
管
理
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

重
点
事
業
を
中
心
に 

取
組
み
を
可
視
化
し
推
進

事
業
の
着
実
な
実
行
を
支
え
る
東
社
協
の
法
人
基
盤

の
強
化
は「
東
社
協
の
役
割
を
果
た
す
人
材
の
育
成・活

用
と
環
境
の
整
備
」「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
高
め
る
組
織

運
営
基
盤・方
法
の
強
化
」の
2
つ
の
重
点
目
標
に
よ
り

す
す
め
ま
す
。ま
た
、重
点
事
業
や
各
事
業
の
事
業
推
進

に
向
け
て
は
、「
部
室
の
中
期
目
標
」を
定
め
ま
し
た
。

今
期
計
画
の
計
画
期
間
中
は
、重
点
事
業
を
中
心
に
、

総
合
企
画
委
員
会
に
お
い
て
推
進
評
価
を
受
け
な
が
ら
、

取
組
み
状
況
を
可
視
化
し
ま
す
。
ま
た
、取
組
み
に
あ

た
っ
て
は
、事
業
間
や
部
室
間
の
協
働
を
推
進
し
、東
社

協
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、必
要
に
応
じ
て

新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
こ
と
を
重
視
し
な
が

ら
す
す
め
ま
す
。

計
画
の
推
進
に
は
、幅
広
い
関
係
者
の
皆
様
に
よ
る

ご
理
解
と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。東
社
協
で
は
、地
域

共
生
社
会
づ
く
り
に
向
け
、新
た
な
３
か
年
も
皆
様
と

と
も
に
積
極
的
に
取
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

【図】
「取組みの方向性」と�
「重点事業」

「令和4～6（2022～2024）年度　東社協中期計画」取組みの方向性と重点事業

取組みの方向性１ 「 ⾃⽴⽣活を⽀援するためのしくみづくり」
○3か年では特に…「�コロナ禍において、⽣活が困窮することでより深刻な状況となる社会的孤⽴を防ぐ取組みや地

域づくりを推進する。」
①��特例貸付の借受世帯のニーズをはじめコロナ禍で顕在化する地域課題の把握と、地域内での情報共有・発信・
支援・解決の取組み推進

②��重層的支援体制整備事業のしくみを活かした地域づくりをすすめるコーディネーターの活動推進と、権利擁護との
連携

取組みの方向性２ 「 福祉人材の確保・育成・定着の推進」
○３か年では特に…「�①転職者等の未経験者を福祉職場に積極的に導く取組みを推進する。�

②誰もが働きやすい職場環境づくりを推進する。」
③��修学資金貸付事業等の推進
④��新任職員の育成・定着促進のための研修の実施
⑤��外国人材も含む福祉人材の確保・育成・定着に関する実態調査の実施

取組みの方向性 ３ 「社会福祉法人等の役割発揮、機能の強化」 
４ 「幅広い市⺠参加・多様な主体の協働の推進による地域づくり」

○３か年では特に…「�地域課題や社会課題の解決につながる多様な主体のネットワークをつくり、そのしくみを活かし
た取組みを推進する。」

【（１）東京らしい包摂・共⽣型の地域社会づくりの推進】
⑥��社会福祉法人の地域ネットワークの機能・活動支援等を通じた地域公益活動の強化
⑦��地域課題の解決につながる、社協・社会福祉法人（の地域ネットワーク）・民生児童委員（協議会）の「三者連携」
の具体的取組みの推進と情報発信の強化

⑧��地域コミュニティの再構築に向けた、地域づくりをすすめるコーディネーターの地域の状況や課題の把握と新たな
担い手の参加に向けた支援

【（２）ボランティア活動のすそ野を広げる推進体制の強化】
⑨��企業ボランティアの推進
⑩��地域福祉活動とボランティア活動の連携強化

取組みの方向性５ 「災害に備えた取組みの推進」
○３か年では特に…「人材育成やネットワークの強化に取り組み、発災時に機能するしくみづくりを推進する。」

【（１）「危機に強い福祉現場」づくり】
⑪��災害・感染症に対応する施設・法人のBCP策定の推進
⑫��災害時広域支援体制の検討、強化

【（２）災害ボランティア活動の推進】
⑬��東京都災害ボランティアセンターの取組み推進と、連携のあり方に関する協議・検討の実施

取組みの方向性６ 「社会福祉に関する理解の促進」
○３か年では特に…「�①福祉を取り巻く現状や課題とそれに対応する実践を可視化し、その重要性や価値の発信を

強化する。②誰でも参加でき、福祉が身近に感じられる取組みを推進する。」

⑭��福祉の理解を促進するための情報発信
⑮��次世代を取り巻く教育関係者への普及啓発の実施

【国の方針等に基づき、必要な体制を整備し着実に実施する事業】
「新型コロナの影響をふまえた緊急小口資金および総合支援資金の特例貸付」の貸付後の対応（適正な債権管理）

重
点
事
業

重
点
事
業

重
点
事
業

重
点
事
業

重
点
事
業
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学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
講
師
と
し
て
活
動

に
参
加
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
高
島
平
Ａ
Ｃ
Ｔ
理
事
の
吉
成
勝
男
さ
ん

は
「
高
齢
者
は
、
日
本
で
生
活
す
る
た
め

に
必
要
な
言
葉
を
教
え
る
だ
け
で
な
く
、

長
年
の
経
験
や
知
識
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

高
齢
者
が
持
つ
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
、
役
割
が
生
ま
れ
る
」
と
言
い
ま
す
。

さ
ら
に
「
日
本
語
教
室
に
参
加
し
た
中
国

人
女
性
か
ら
『
日
本
を
訪
れ
て
日
本
人
と

こ
れ
ほ
ど
近
く
で
親
し
く
話
を
し
た
の
は

初
め
て
』
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
と

て
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
」
と
話
し
ま
す
。

　
多
文
化
講
座
は
、
板
橋
区
の
職
員
や
大

学
教
授
ら
を
招
き
、
地
域
の
高
齢
化
や
多

文
化
化
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。

　
ス
マ
ホ
講
座
で
は
、
外
国
籍
住
民
が
講

師
と
な
り
、
高
齢
者
に
ス
マ
ホ
の
初
歩
的

な
使
い
方
を
丁
寧
に
教
え
て
い
ま
す
。
団

地
の
外
国
籍
住
民
の
中
に
は
、
Ｉ
Ｔ
エ
ン

ジ
ニ
ア
の
方
も
お
り
、
毎
回
好
評
だ
と
い

い
ま
す
。
吉
成
さ
ん
は
「
外
国
籍
住
民
に

も
持
っ
て
い
る
力
が
あ
る
。
ス
マ
ホ
講
座

が
、
彼
ら
が
持
つ
力
を
発
揮
で
き
る
一
歩

と
な
っ
た
ら
良
い
。
ゆ
く
ゆ
く
は
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
担
い
手
に
な
っ
て
く
れ

た
ら
嬉
し
い
」
と
言
い
ま
す
。

◆ 

外
国
籍
住
民
と
日
本
人
住
民
、 

双
方
向
の
関
係
性
が
広
が
っ
て
ほ
し
い

　
高
島
平
三
丁
目
団
地
自
治
会
の
役
員
も

務
め
て
い
る
吉
成
さ
ん
は
「
高
島
平
Ａ
Ｃ

　

高
島
平
団
地
は
、
賃
貸
住
宅
が
約

８
千
２
０
０
戸
、
分
譲
住
宅
が
約
２
千
戸

の
大
規
模
団
地
で
、
１
９
７
２
年
よ
り
入

居
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
高
島
平
Ａ
Ｃ
Ｔ
は
、
高
島
平
二
丁
目
、

三
丁
目
団
地
に
外
国
籍
住
民
が
増
加
す
る

中
で
、
日
本
人
住
民
と
の
共
生
や
相
互
理

解
を
目
的
に
、
２
０
１
１
年
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
設
立
か
ら
し
ば
ら
く
は
、
日
本

語
教
室
や
多
文
化
講
座
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
、

外
国
籍
住
民
を
対
象
に
し
た
相
談
活
動
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
２
０
１
４
年
～

２
０
１
７
年
に
は
、
高
齢
者
や
外
国
籍
住

民
の
く
つ
ろ
ぎ
の
場
と
し
て
、
団
地
内
の

商
店
街
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
本
格
的
な
活
動
は
一
時
休
止

し
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
語
教
室
と
外
国

籍
住
民
の
相
談
活
動
は
継
続
し
て
実
施
し

て
い
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
に
再
始
動
し
、

現
在
は
、
外
国
籍
住
民
を
含
む
４
名
の
運

営
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、
三
丁
目
団
地
の

集
会
所
で
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
語
教
室
や

多
文
化
講
座
の
開
催
に
加
え
て
、
ス
マ
ホ

講
座
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◆ 
住
民
た
ち
が
持
つ
力
を 

発
揮
し
て
も
ら
い
た
い

　
日
本
語
教
室
は
、
毎
週
土
曜
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。
主
に
団
地
に
住
む
高
齢
者

が
講
師
と
な
り
、
５
～
６
名
の
外
国
籍
住

民
に
初
級
日
本
語
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

9
連載

　日本に住む外国にルーツのある方は、言葉や文化、生活習慣の違いなどから、普段の暮らしや地域住民との関係
の中でさまざまな困りごとを抱えています。これを解決するために、都内では日本語教室や学習支援、相談支援、外
国にルーツのある方と地域住民が相互理解を深めるための交流など、多くの取組みが行われています。
　本連載では、同じ地域に暮らす一員である彼らの日常生活のサポートや住民同士の交流を深める取組みを紹介し、
多文化共生をすすめる各地域での活動から見える現状や課題を発信していきます。
　今号では、大規模団地の日本人住民と外国籍住民の相互理解や交流をすすめる活動を行う団体の取組みを紹介し
ます。

団地の住民それぞれが力を発揮できる�
� コミュニティづくりをめざして

NPO法人ASIAN COMMUNITY TAKASHIMADAIRA
NPO 法人 ASIAN COMMUNITY TAKASHIMADAIRA（以下、高島平 ACT。代表理事 爲

ため

房
ふさ

裕一郎
さん）は、東京都板橋区にある高島平二丁目、三丁目団地で、外国籍住民とともに、地域で
多様性と柔軟性を持ったコミュニティを築くことを目的に、団地内で日本語教室などの活動
を行っている。

＊ NPO 法人高島平 ACT ホームページ：http://act-takashimadaira.tokyo/毎週土曜日に行っている�
初級日本語教室の様子
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を
通
じ
て
、
日
本
人
住
民
と
外
国
籍
住
民

が
近
く
で
接
す
る
と
、『
助
け
る
・
助
け

ら
れ
る
』
関
係
が
生
ま
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
良
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
確

信
し
て
い
る
」
と
、
吉
成
さ
ん
は
話
し
ま

す
。

　
ま
た
、
自
治
会
と
の
連
携
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
が
、
外
国
籍
住
民
と
の
交
流
や
関
係

性
づ
く
り
を
す
す
め
る
中
で
の
課
題
も
あ

り
ま
す
。
日
本
人
の
現
役
世
代
や
若
い
世

代
と
同
じ
よ
う
に
、
外
国
籍
住
民
も
、
昼

間
は
働
い
て
い
た
り
、
ほ
か
に
良
い
土
地

が
あ
れ
ば
引
っ
越
し
た
り
す
る
た
め
、
自

治
会
に
参
加
す
る
こ
と
へ
の
関
心
は
薄
い

と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、吉
成
さ
ん
は「
一

時
的
な
つ
な
が
り
や
引
っ
越
し
な
ど
で
入

れ
替
わ
り
が
あ
る
と
し
て
も
、
同
じ
地
域

Ｔ
の
活
動
を
続
け
る
中
で
、
日
本
人
住
民

の
外
国
籍
住
民
に
対
す
る
偏
見
な
ど
の
否

定
的
な
感
情
と
、
外
国
籍
住
民
の
『
日
本

人
は
自
分
た
ち
の
こ
と
を
受
け
入
れ
て
く

れ
な
い
』
と
い
っ
た
感
情
の
間
に
『
距
離
』

や
『
す
れ
違
い
』
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ

た
」
と
言
い
ま
す
。
例
え
ば
、
団
地
内
で

粗
大
ご
み
の
不
法
投
棄
が
問
題
に
な
る
と

「
外
国
人
が
捨
て
た
に
違
い
な
い
」
と
、
決

め
つ
け
て
し
ま
う
住
民
が
以
前
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
徐
々
に

「
日
本
人
で
も
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
か

ら
」
と
い
っ
た
声
が
あ
が
る
こ
と
も
多
く

な
っ
て
き
た
と
い
い
ま
す
。「
団
地
内
で

の
地
道
な
活
動
で
も
、
続
け
て
い
く
こ
と

で
少
し
ず
つ
意
識
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

日
本
語
教
室
や
ス
マ
ホ
講
座
等
で
の
交
流

の
住
民
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結
束
性

を
ど
う
維
持
し
て
い
け
る
か
、
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
住
民
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
調
整
し
て
、
多
く
の
人
が
自
分
た

ち
の
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
」
と
、
団
地
で
の
活
動
の
役

割
を
語
り
ま
す
。
そ
し
て
「
い
つ
か
、
自

治
会
役
員
の
メ
ン
バ
ー
に
外
国
籍
住
民
も

入
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
地
域
に
な
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

◆
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

　
高
島
平
Ａ
Ｃ
Ｔ
で
は
、
高
齢
者
に
向
け

て
、「
相
続
」
や
「
金
銭
管
理
」
と
い
っ

た
金
融
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
座
を
開
催
す

る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
外

国
籍
住
民
の
中
に
は
、
中
国
籍
の
方
も
多

く
い
ま
す
。
両
親
が
中
国
人
で
、
日
本
で

生
活
す
る
場
合
は
、
子
ど
も
は
日
本
語
と

中
国
語
が
話
せ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

日
本
人
と
中
国
人
の
親
を
持
つ
子
ど
も
は
、

ど
う
し
て
も
日
本
語
中
心
の
生
活
と
な
り
、

中
国
語
や
中
国
の
文
化
が
分
か
ら
な
い
と

い
っ
た
状
況
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
家
庭
に
向
け
て
、
子
ど
も
に

は
親
な
ど
が
中
国
語
を
教
え
、
親
に
は
団

地
の
高
齢
者
が
日
本
語
を
教
え
る
教
室
の

開
催
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
吉
成
さ
ん
は

「
試
験
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
て
み
て
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た

も
の
や
評
判
の
良
か
っ
た
も
の
を
さ
ら
に

よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
」
と
、

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

　
大
勢
の
住
民
が
一
堂
に
集
ま
る
こ
と
が

難
し
い
状
況
で
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

ツ
ー
ル
を
併
用
し
な
が
ら
、
感
染
症
対
策

を
し
っ
か
り
と
行
っ
た
上
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
さ
ら
に
、
ほ
か
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
も
連

携
し
、
海
外
の
文
化
や
音
楽
を
紹
介
す
る

活
動
や
場
を
つ
く
る
こ
と
も
構
想
し
て
い

ま
す
。「
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
団
地
の

中
で
外
国
籍
住
民
と
の
関
係
づ
く
り
に
悩

ん
で
い
る
団
体
や
、
す
で
に
先
駆
的
な
取

組
み
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
も
交
流

を
し
て
い
け
た
ら
」
と
、
連
携
を
活
か
し

た
活
動
へ
の
期
待
を
話
し
ま
す
。

◆ 

誰
も
が
参
加
し
や
す
い 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
め
ざ
す

　
「
高
島
平
団
地
と
い
う
、
限
ら
れ
た
小

さ
な
地
域
で
も
、『
多
様
性
』
を
受
け
入

れ
た
り
、『
寛
容
さ
』
を
持
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
住
民
や
文
化
と
接
し
た
り
す
る
こ
と

が
大
切
。
こ
の
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
継
続
さ
せ
、
外
国
籍
住
民
が
入
り
や
す

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
高

齢
者
な
ど
の
日
本
人
住
民
に
も
刺
激
と
な

り
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
」
と
、

吉
成
さ
ん
は
、
外
国
籍
住
民
の
力
と
一
緒

に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
あ
げ
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
話
し
ま
す
。

スマホ講座の様子。日本語教室を受講している外国籍の生徒が高
齢者にスマホの操作方法を教える

多文化講座の様子。司会を務めるのは、高島平ACT運営メンバー
の李さん
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Topics
令
和
４
年
３
月
５
日（
土
）、標
記
を

テ
ー
マ
に
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
め
ぐ
ろ
子
ど
も

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。児
童
福
祉
司
の
経

験
も
持
つ
明
星
大
学
教
授
の
川
松
亮
さ
ん

か
ら
、児
童
相
談
所（
以
下
、児
相
）の
役
割

と
、地
域
に
求
め
ら
れ
る
子
ど
も
支
援
に

つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
地
域
の
中
の
児
童
相
談
所

児
相
は
、平
成
28
年
の
児
童
福
祉
法
改

正
に
よ
り
特
別
区
に
も
設
置
可
能
と
な
っ

た
こ
と
で
、令
和
４
年
３
月
現
在
、都
内
14

か
所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。児
相
で
は
、

虐
待
だ
け
で
な
く
、養
育
困
難
、障
害
、非

行
、育
て
づ
ら
さ
な
ど
18
歳
未
満
の
子
ど

も
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
援
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。中
で
も
、子
ど
も
を
守
る

た
め
の「
一
時
保
護
機
能
」や「
措
置
機
能

（
在
宅
指
導
、里
親
委
託
、児
童
福
祉
施
設

入
所
措
置
等
）」な
ど
の
権
限
を
持
つ
こ
と

が
特
徴
で
す
。令
和
２
年
度
、東
京
都
で
は

相
談
全
体
の
50
％
近
く
が
、虐
待
に
関
す

る
相
談
と
い
い
ま
す

（※１）
。

先
行
し
て
設
置
さ
れ
た
特
別
区
児
相
に

は
、児
相
と
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
受
理
体
制
の
整
備
や
学

校
と
の
連
携
強
化
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
に
特

色
が
あ
り
ま
す
。川
松
さ
ん
は「
区
が
有
す

る
子
育
て
支
援
機
能
と
児
相
に
よ
る
子
ど

も
の
保
護
や
法
的
対
応
、
専
門
的
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
重
ね
合
わ
せ
た
相
談
対

応
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
」と
期
待
を
話

し
ま
す
。一
方
、全
国
の
児
相
が
対
応
し
た

虐
待
相
談
の
う
ち
、施
設
入
所
等
に
至
る

事
例
は
２・６
％
で
あ
り
、残
り
の
約
97
％

は
在
宅
支
援
で
あ
る
と
い
い
ま
す

（※２）
。そ
の

状
況
も
ふ
ま
え
、「
児
相
は
あ
く
ま
で
地
域

の
子
ど
も
を
地
域
で
育
て
る
シ
ス
テ
ム
の

一
つ
。
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

（
以
下
、要
対
協
）が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し

て
成
熟
し
て
い
な
け
れ
ば
十
分
な
支
援
体

制
は
構
築
で
き
な
い
」と
、地
域
の
支
援
基

盤
の
重
要
性
を
語
り
ま
す
。

◆
の
り
し
ろ
を
重
ね
合
わ
せ
る
支
援

川
松
さ
ん
は
虐
待
相
談
で
関
わ
る
家
族

は
、【
図
】の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
が
重

な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
い
い
ま
す
。そ

の
た
め「
保
護
者
の
状
況
や
家
庭
の
生
活
そ

の
も
の
が
安
定
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を

地
域
で
行
い
、そ
の
上
に
子
ど
も
へ
の
心
理

的
な
ケ
ア
や
保
護
者
が
適
切
な
養
育
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
、親
子
関
係
を
改
善
し
て
い

く
た
め
の
支
援
を
積
み
重
ね
る
必
要
が
あ

る
」と
話
し
ま
す
。た
だ
し
、そ
れ
に
は
時

間
が
か
か
る
た
め「
問
題
が
大
き
く
な
る
前

に
発
見
し
、早
期
に
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
最
も
大
切
」と
強
調
し
ま
す
。

ま
た
、川
松
さ
ん
は
、子
育
て
困
難
の
背

景
と
し
て
社
会
的
な
孤
立
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
ま
す
。身
近
に
頼
れ
る
人
が
い
な

い
家
庭
に
と
っ
て
、地
域
の
社
会
資
源
は

大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。「
間
口
が
広

く
、隙
間
の
ニ
ー
ズ
に
も
柔
軟
に
対
応
で

き
る
民
間
団
体
が
あ
る
と
、一
時
保
護
の

よ
う
な
大
き
な
事
態
に
な
る
前
に
支
援
す

る
手
立
て
が
増
え
る
」と
話
し
ま
す
。

し
か
し
、支
援
に
拒
否
的
、消
極
的
な
家

庭
も
存
在
し
ま
す
。川
松
さ
ん
は「
親
自
身

の
成
育
歴
の
不
利
や
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
て
助

け
ら
れ
た
体
験
の
乏
し
さ
が
背
景
に
あ
る

こ
と
も
少
な
く
な
い
」と
話
し
、「
直
ち
ょ
く
截せ
つ
的

な
助
言
で
は
な
く
、ま
ず
は
受
け
と
め
て

状
況
の
理
解
か
ら
始
め
る
こ
と
が
必
要
。

『
人
に
頼
っ
て
良
い
』こ
と
を
保
護
者
に
伝

え
、地
域
で
家
族
機
能
を
補
完
し
て
い
け

る
と
良
い
」と
、支
援
の
姿
勢
を
話
し
ま
す
。

さ
ら
に「
信
頼
で
き
る
大
人
と
の
出
会
い

や
情
緒
的
な
サ
ポ
ー
ト
は
、子
ど
も
の
健

全
な
成
長
に
と
っ
て
も
欠
か
せ
な
い
も
の

で
あ
り
、将
来
に
お
け
る
虐
待
の
連
鎖
を

止
め
る
要
因
と
も
な
る
」と
、地
域
の
大
人

全
体
で
見
守
る
重
要
性
を
語
り
ま
す
。

川
松
さ
ん
は
、複
合
的
な
困
難
を
抱
え

る
家
庭
を
支
援
す
る
た
め
に
は
、一
つ
の

機
関
で
は
限
界
が
あ
り
、地
域
の
関
係
機

関
が
チ
ー
ム
と
し
て
動
く
こ
と
が
不
可
欠

と
い
い
ま
す
。「
支
援
者
が
協
働
す
る
た
め

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
要
対
協
は
、関

係
機
関
や
支
援
者
が『
自
分
た
ち
は
こ
の

家
庭
に
何
が
で
き
る
か
』を
考
え
て
い
く

場
。つ
な
が
り
づ
ら
い
家
庭
は
、す
で
に
つ

な
が
り
の
あ
る
機
関
が
一
緒
に
窓
口
に
行

く
な
ど
、『
の
り
し
ろ
』を
重
ね
合
わ
せ
る

よ
う
に
協
働
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は

な
い
か
」と
投
げ
か
け
ま
す
。

（※１）�東京都「東京都児童相談所のしおり2021年版」�
区児相（世田谷区、江戸川区、荒川区）は含まず。

（※２）�厚生労働省「平成28年改正法からの動向」�
第27回社会保障審議会児童部会社会的養育専門委員会資料

【図】フォーラム資料から抜粋

子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
も
の
は
？ 

区
立
児
童
相
談
所
の
意
義
と 

 

地
域
に
求
め
ら
れ
る
支
援

▼ 

主
催
：
N
P
O
法
人
め
ぐ
ろ
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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⿓
関
わ
っ
て
み
た
か
っ
た
福
祉
業
界
へ

学
生
の
頃
か
ら
「
将
来
は
人
の
役
に
立
つ
仕

事
が
し
て
み
た
い
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
高

校
卒
業
後
は
バ
ス
ガ
イ
ド
と
し
て
働
き
は
じ
め
、

事
務
職
や
営
業
職
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
を
経

験
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
福
祉
業
界
へ
の
就
職

を
考
え
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
何
度
か
あ
り
ま
し
た

が
、
体
調
面
で
の
不
安
や
周
り
か
ら
「
腰
を
悪

く
す
る
よ
」
と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

た
め
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

転
居
を
き
っ
か
け
に
仕
事
を
探
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
現
在
の
職
場
で
生
活
支
援
の
仕
事
の
求

人
を
見
つ
け
て
、
こ
の
仕
事
な
ら
自
分
も
で
き

る
か
も
と
思
い
、
応
募
し
ま
し
た
。

⿓
切
り
口
を
変
え
る
面
白
さ

救
護
施
設
に
は
、
相
談
員
、
調
理
師
、
看
護

師
等
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
職
員
が
お
り
、
そ
の

中
で
私
は
援
助
員
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
援

助
員
は
、利
用
者
の
買
い

物
や
生
活
費
の
管
理
等
、

日
々
の
生
活
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

福
祉
は
未
経
験
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、入
職
す

る
前
「
利
用
者
さ
ん
の
小
さ
な
サ
イ
ン
を
見
抜

け
る
だ
ろ
う
か
」
と
、
と
て
も
不
安
に
思
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
入
職
し
た
後
に
感
染

拡
大
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
大
き
く
、
常

に
緊
張
の
連
続
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
中
で
も
福
祉
の
仕
事
の
面
白

さ
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
切
り
口
を
変

え
る
だ
け
で
小
さ
な
発
見
が
い
く
つ
も
あ
る
こ

と
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
後
、
知
的
障

害
の
あ
る
利
用
者
さ
ん
が
ご
飯
を
全
く
食
べ
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ほ
か
の
職
員
と
話

し
合
い
、
器
を
弁
当
箱
か
ら
食
器
へ
変
更
す
る

な
ど
、
あ
の
手
こ
の
手
で
工
夫
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
少
し
で
も
食
べ
て
く
れ
た
時
は
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
ほ
か
に
も「
お
風
呂
行
き
ま
し
ょ

う
」
で
は
動
か
な
い
利
用
者
さ
ん
が
「
入
浴
し

ま
し
ょ
う
」
と
声
を
か
け
る
と
す
ん
な
り
行
っ

て
く
れ
る
な
ど
、
伝
え
方
を
変
え
る
だ
け
で
反

応
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
こ
が
こ
の
仕
事

の
や
り
が
い
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。「
今
日
は
ど
ん
な
風
に
伝
え
て
み
よ
う
か

な
？
」
と
思
い
な
が
ら
、
出
勤
し
て
い
ま
す
。

⿓
柔
ら
か
い
雰
囲
気
の
職
場

こ
れ
ま
で
の
職
場
で
苦
労
し
た
分
、
入
職
前

は
人
間
関
係
も
不
安
で
し
た
。
し
か
し
、
今
の

職
場
は
柔
ら
か
い
雰
囲
気
の
方
が
多
く
、
風
通

し
が
と
て
も
良
い
で
す
。
そ
し
て
新
任
職
員
か

ら
で
も
提
案
し
や
す
い
環
境
で
す
。

例
え
ば
、
ト
イ
レ
掃
除
は
こ
れ
ま
で
午
前
中

に
業
者
が
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
午
後
に
は
汚

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
自
分
た
ち
で
綺
麗
に

す
る
習
慣
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
」

と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
日
中
活
動
の
一
環
と
し

て
掃
除
が
加
わ
り
ま
し
た
。
掃
除
を
し
た
利
用

者
さ
ん
へ
1
週
間
に
1
回
の
表
彰
も
行
っ
て
お

り
、
今
で
は
い
つ
も
綺
麗
に
な
っ
て
い
ま
す
。

⿓
働
く
上
で
大
事
な
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

福
祉
の
仕
事
は
自
分
の
メ
ン
タ
ル
が
安
定
し

て
い
な
い
と
小
さ
な
サ
イ
ン
が
見
抜
け
な
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
利
用
者
さ
ん
へ
の
支
援
は

職
員
の
メ
ン
タ
ル
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
と
思
っ

た
経
験
が
あ
る
か
ら
で
す
。

あ
る
大
柄
な
男
性
の
利
用
者
さ
ん
の
真
横
に

い
た
際
、
怒
鳴
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

私
に
対
し
て
怒
鳴
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
そ
の
利
用
者
さ
ん
の
そ
ば
に
行
く
と
緊

張
し
て
し
ま
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
主
任

に
率
直
に
相
談
し
、
一
時
期
ほ
か
の
職
員
が
関

わ
る
よ
う
に
配
慮
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
仕
事
だ

か
ら
我
慢
し
な
け
れ
ば
」
と
い
う
気
持
ち
も
あ

り
ま
し
た
が
、
無
理
し
て
関
わ
っ
て
い
た
ら
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
て
辛
く
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
し
、

相
手
に
も
私
が
無
理
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ

て
し
ま
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
お
互
い
の

た
め
に
も
良
く
な
く
、
仕
切
り
直
す
た
め
の
時

間
と
距
離
を
も
ら
え
て
良
か
っ
た
と
思
っ
た
経

験
で
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
言
え
る
環

境
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

⿓
こ
ん
な
に
楽
し
い
と
思
わ
な
か
っ
た

営
業
職
時
代
の
経
験
か
ら
、
素
の
自
分
は
ふ

と
し
た
時
に
出
て
し
ま
う
の
で
常
に
正
直
で
あ

ろ
う
と
思
い
、「
相
手
を
尊
敬
す
る
」「
挨
拶
を

す
る
」「
常
に
小
さ
な
こ
と
に
気
づ
け
る
よ
う
に

す
る
」
こ
と
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
こ
の
心
が
け
を
忘
れ
ず
に
、
利
用
者
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
経
歴
や
入
所
経
緯
、
考
え
、
希

望
を
把
握
し
、
同
じ
方
向
を
向
い
て
前
向
き
な

支
援
を
考
え
ら
れ
る
支
援
者
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

興
味
の
あ
っ
た
福
祉
の
仕
事
に
今
、
思
い

切
っ
て
飛
び
込
ん
で
み
て
良
か
っ
た
で
す
。
そ

し
て
、
こ
ん
な
に
楽
し
い
と
は
正
直
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
感
じ
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、

迷
っ
て
い
る
方
が
い
れ
ば
一
歩
踏
み
出
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

常
に
小
さ
な
サ
イ
ン
に
気
が
つ
け
る 

支
援
者
に
な
り
た
い

救
護
施
設「
村
山
荘
」で
働
い
て
３
年
目
に
な
る
筒
井
た
え
さ
ん
に
、現
在
の
お
仕
事
に
就
く
ま
で
の
経
緯
や
利
用
者
、 

職
場
の
方
々
と
の
関
わ
り
へ
の
思
い
な
ど
に
つ
い
て
、伺
い
ま
し
た
。

筒井 たえさん
Tae Tsutsui

社会福祉法人村山苑
救護施設村山荘
援助員

職場での筒井さん

福祉広報第759号・2022年4月８日発行／昭和44年4月25日第三種郵便物認可7



　
令
和
４
年
度
は
、
新
た
な
【
東
社
協
中
期

計
画
】の
初
年
度
で
す
。「
東
京
の
多
様
性
を

活
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
生
活
課
題
を
主

体
的
に
解
決
で
き
る
地
域
共
生
社
会
」
を
め

ざ
し
、
６
つ
の
柱
で
各
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
と
権
利
擁
護
、�

自
立
生
活
支
援
の
推
進

○ 

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
と
地
域
づ
く
り

を
す
す
め
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
活
動
と

の
連
携
の
推
進

○ 

国
の
「
第
二
期
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進

基
本
計
画
」
を
ふ
ま
え
た
活
動
の
強
化
と

推
進

○ 

運
営
適
正
化
委
員
会
の
円
滑
な
委
員
改
選

と
委
員
体
制
の
確
保

○ 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
け
る
苦
情
解

決
の
し
く
み
構
築
の
促
進

○ 

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
等
の
国
等
の
関

連
施
策
改
正
・
見
直
し
へ
の
適
切
な
対
応

と
適
正
な
運
営

○ 

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
ふ
ま
え
た
緊
急
小

口
資
金
お
よ
び
総
合
支
援
資
金
の
特
例
貸

付
の
た
め
の
貸
付
事
務
セ
ン
タ
ー
の
運
営

体
制
の
確
立

○ 

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業
の
制

度
拡
充
に
伴
う
周
知
の
強
化
と
適
正
な
貸

1

付
の
実
施

○ 

東
日
本
大
震
災
都
内
避
難
者
へ
の
支
援

「
東
京
都
孤
立
化
防
止
事
業
」
等
の
実
施

福
祉
水
準
の
向
上
を
支
え
る�

基
盤
の
強
化

○ 

研
修
や
関
連
図
書
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
活
用
に
よ
る
情
報
発
信
を
通
じ
た
社

会
福
祉
法
人
の
経
営
支
援
事
業
の
充
実

○ 
専
任
相
談
員
や
弁
護
士
、
公
認
会
計
士
等

に
よ
る
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
の
経

営
に
関
す
る
相
談
事
業
の
実
施

○ 

大
規
模
合
同
就
職
面
接
会
「
福
祉
の
仕
事

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催

○ 

身
近
な
地
域
で
の
多
様
な
人
材
確
保
に
向

け
た
「
地
域
密
着
相
談
面
接
会
」
の
開
催

○ 

各
種
修
学
資
金
貸
付
事
業
に
よ
る
無
資
格

者
の
資
格
取
得
支
援
と
有
資
格
者
の
就
労

支
援

○ 

小
中
高
校
の
教
員
を
対
象
に
、
福
祉
の
仕

事
の
魅
力
・
重
要
性
を
伝
え
る
「
フ
ク
シ

を
知
ろ
う
！
教
員
向
け
セ
ミ
ナ
ー
」
の
実

施
○ 

収
録
型
ウ
ェ
ブ
研
修
や
ラ
イ
ブ
型
ウ
ェ
ブ

研
修
等
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
の
運
営

○ 

従
事
者
共
済
会
の
退
職
共
済
事
業
の
安
全

な
資
産
運
用
と
安
定
し
た
運
営
の
た
め
数

2

理
計
算
を
実
施
し
、
令
和
２
年
度
の
制
度

改
正
以
降
の
現
行
制
度
を
検
証

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
・
協
働
と�

幅
広
い
参
加
の
促
進

○ 

東
京
都
地
域
公
益
活
動
推
進
協
議
会
に
よ

る
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地
域
住
民
の
生
活

課
題
の
解
決
に
向
け
た
、
社
会
福
祉
法
人

3

の
つ
な
が
り
に
よ
る
３
つ
の
力

　
　
●
つ
な
が
る
こ
と
で
地
域
が
見
え
る

　
　
●
つ
な
が
る
か
ら
で
き
る
こ
と
が
あ
る

　
　
●
つ
な
が
る
か
ら
強
み
を
生
か
せ
る

　
を
生
か
し
た
事
業
推
進

○ 

社
会
福
祉
法
人
・
社
協
・
民
生
児
童
委
員

に
よ
る
三
者
連
携
に
よ
る
地
域
課
題
解
決

令和4年度

東
社
協
事
業
計
画
・
予
算

東社協 発

令和4年度　資金収支予算総括表
Ⅰ�一般会計

収入 支出 前期末�
支払資金残高

当期末�
支払資金残高

1 社会福祉事業区分 9,981,417千円 10,112,514千円 392,525千円 261,428千円

2 公益事業区分 13,297,377千円 14,867,926千円 9,603,336千円 8,032,787千円

事業区分間内部取引消去 △8,754千円 △8,754千円 - -

一般会計合計 23,270,040千円 24,971,686千円 9,995,861千円 8,294,215千円

Ⅱ�生活福祉資金会計

収入 支出 前期末�
支払資金残高

当期末�
支払資金残高

1 生活福祉資金 2,085,490千円 6,512,713千円 102,909,203千円 98,455,980千円

2 生活福祉資金�貸付事務費 3,565,608千円 3,665,608千円 813,554千円 713,554千円

3 要保護世帯向け不動産�担保型生活資金 182,270千円 169,480千円 1,348,690千円 1,361,480千円

4 臨時特例つなぎ資金 600千円 27,062千円 241,619千円 215,157千円

5 離職者支援資金 3,150千円 3,150千円 3,160千円 3,160千円
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に
向
け
た
取
組
み
推
進

○ 
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
被
災
地
の
福
祉

力
低
減
を
補
う
「
東
京
都
災
害
福
祉
広
域

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
体
制
強
化

○ 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
発
生
施
設
へ
の
応
援
職

員
の
派
遣
調
整

○ 

部
会
と
連
携
し
た
施
設
運
営
力
コ
ン
サ
ル

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
新
規
実
施

○ 

各
種
業
種
別
部
会
を
通
じ
た
①
人
材
の
確

保
・
育
成
・
定
着
②
災
害
時
の
福
祉
支
援

③
地
域
公
益
活
動
等
の
推
進

○ 

民
生
児
童
委
員
、
民
児
協
の
活
動
の
方
向

性
を
示
し
た
「
東
京
版
活
動
強
化
方
策
」

に
基
づ
く
活
動
の
推
進
と
、
民
生
児
童
委

員
活
動
の
普
及
啓
発
、
研
修
等
の
実
施

○ 

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
に
よ
る
情
報

提
供
機
能
の
強
化

○ 

企
業
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進

の
た
め
の
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と
セ

ミ
ナ
ー
の
実
施

○ 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
お
よ
び

復
興
支
援
事
業
の
推
進

○ 

東
京
善
意
銀
行
に
お
け
る
寄
附
文
化
醸
成

と
、
寄
附
者
と
配
分
施
設
の
交
流
促
進

地
域
の
取
組
み
の�

支
援
と
普
及

○ 

「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
向
け
た

社
協
の
取
組
み
方
策
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
実
施

○ 
「
コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
し
た
地
域
課
題
」に

つ
い
て
、
令
和
３
年
度
の
課
題
整
理
に
引

4

き
続
き
、
対
応
状
況
の
調
査
の
実
施

○ 

コ
ロ
ナ
禍
を
ふ
ま
え
た
区
市
町
村
地
域
福

祉
活
動
計
画
の
推
進
・
改
訂
を
支
援

○ 

新
た
に
期
待
さ
れ
る
役
割
も
ふ
ま
え
た
地

域
づ
く
り
を
す
す
め
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
養
成

○ 

社
会
福
祉
法
人
の
区
市
町
村
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
支
援
と
活
動
推
進

情
報
発
信
と�

提
言

○ 

「
福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
・
定
着
に
関
す

る
調
査
２
０
２
２
」
の
実
施
・
提
言

○ 

福
祉
の
理
解
を
促
進
す
る
た
め
の
情
報
発

信
力
の
強
化

○ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
活
用
に
よ

る
分
か
り
や
す
い
福
祉
情
報
の
発
信

5

○ 

コ
ロ
ナ
禍
を
ふ
ま
え
た
開
催
方
法
に
よ
る

「
東
京
都
社
会
福
祉
大
会
」
の
開
催

○ 

地
域
福
祉
推
進
委
員
会
の
も
と
で
、
福
祉

人
材
確
保
や
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
課
題
対

応
の
た
め
の
「
提
言
２
０
２
３
」
作
成
に

向
け
た
取
組
み

東
社
協
法
人
基
盤
の�

強
化

○ 

令
和
４
年
度
か
ら
の
新
た
な
【
東
社
協
中

期
計
画
】の
６
つ
の
柱
の
も
と
で
15
の「
重

点
事
業
」
を
中
心
に
し
た
進
行
管
理

○ 

監
査
法
人
、
監
事
、
内
部
監
査
の
三
様
監

査
実
施

○ 

本
会
の
「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組

み
」
の
実
施

6

福祉のできごと
2022.2.26 - 3.25
※対象期間外のできごとを掲載させていただく場合もあります

M
onthly N

ew
s

「第二期成年後見制度利用促進基本計
画」を閣議決定
政府は、「第二期成年後見制度利用促進基本計
画」を閣議決定した。令和4年度から令和8年度ま
で、計画に基づいて施策を実施する。計画には、「成
年後見制度等の見直しに向けた検討と総合的な権
利擁護支援策の充実」や「尊厳のある本人らしい生
活を継続するための成年後見制度の運用改善等」、
「権利擁護支援の地域連携ネットワークづくり」など
の項目が盛り込まれている。

「ハローミライの保育士」�
特設サイトを開設
厚労省は、保育士の情報を発信するポータルサイト
「ハローミライの保育士」を開設した。
保育士の仕事に興味がある学生や保育士の資格
取得をめざす方、保育の現場に復帰したい方に向け
て、保育の資格や仕事の情報、地域別の保育情報
などの保育に関する情報を随時更新し紹介する。
「ハローミライの保育士」
特設サイト
https://www.mhlw.go.jp/
hoiku-hellomirai/

社会福祉士国家試験・精神保健福祉士�
国家試験の結果を公表
（公財）社会福祉振興・試験センターは、令和3年度
の社会福祉士国家試験、精神保健福祉士国家試
験の結果を公表した。社会福祉士国家試験の合格
者は10,742人で合格率は31.1％、精神保健福祉
士国家試験の合格者は4,267人で、合格率は
65.6％だった。

「東京空き家ガイドブック2022」を作成
都住宅政策本部は、空き家の発生抑制や有効活用
などを促進する観点から、「東京空き家ガイドブック
2019（令和元年10月発行）」を改訂し、「東京空き
家ガイドブック2022」を作成した。空き家の具体的
な相談・解決事例を多く紹介し、空き家の活用事例
などを新たに盛り込んでいる。
東京空き家ガイドブック2022
https://www.juutakuseisaku.
metro.tokyo.lg.jp/akiya/
shiryo_guidebook.html

中野区児童相談所を開設
中野区は「中野区児童相談所」を開設。令和3年
11月に開設した子ども・若者支援センターに児童相
談所機能が含まれ、子ども期から若者期の本人や家
庭における課題についての専門相談や支援、措置、
家庭・社会復帰までを総合的に実施する。

3
15

3
15

3
17

4
1

3
25

pick up
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　手仕事による器や道具に触れながら、使いたい
ものを選んでもらう機会を通して、子どもたちを
応援したい―2011年の東日本大震災を契機に、陶
器や木工、ガラスの作家有志が立ち上げたのが「手
の長いおじさんプロジェクト」です。
　この春、児童養護施設を巣立つ子どもたちのた
めに、都内で頒布会が開かれました。訪れた子ど
もたちは、皿、コップ、箸など新しい生活で使う
ためのお気に入りを選んでいました。

東社協東京善意銀行では、社会福祉施設等への寄附
のご相談を承っております。
●千代田区神田駿河台1-8-11�東京YWCA会館3階
　☎03-5283-6890　 zen-i@tcsw.tvac.or.jp

会場には、14名の作家による作品が並び、代表の尾見様より
直接話を聞きながら選ぶことができました。

（ ）手仕事による器を子どもたちへ
手の長いおじさんプロジェクト

東京善意銀行への寄附をご紹介します。（不定期掲載）

東
京
の寄附のカタチ 　

令
和
４
年
２
月
27
日
（
日
）、
標
記
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。
同

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、平
成
27
年
度
か
ら
毎
年
、地

域
福
祉
に
関
心
の
あ
る
方
や
福
祉
関
係
者
等

が
共
に
学
び
あ
う
場
と
し
て
開
催
し
て
い
ま

す
。
令
和
３
年
度
は
「〝
地
域
〟
で
つ
な
ぐ
孤

立
を
生
ま
な
い
包
括
的
な
支
援
と
は
」を
テ
ー

マ
に
開
催
し
、
１
３
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

◆
誰
も
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い
地
域
づ
く
り

　
最
初
に
文
京
学
院
大
学
教
授
の
中
島
修
さ

ん
が
「
誰
も
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い
地
域
づ

く
り
」
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

「
令
和
３
年
度
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム�

東
京
力
×
無
限
大
」を
開
催
し
ま
し
た

　
中
島
さ
ん
は
「
誰
も
孤
立
し
な
い
た
め
に

は
、
相
談
窓
口
を
明
確
化
し
、
そ
こ
で
ど
の

よ
う
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
の
か
を
情
報
発

信
し
て
い
く
、
ま
た
、
社
会
と
つ
な
が
る
た

め
の
支
援
を
最
優
先
す
る
地
域
づ
く
り
が
大

切
だ
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。
そ
し
て
「
複
合

化
し
た
課
題
に
は
、
制
度
の
枠
組
み
を
超
え

た
一
体
的
な
対
応
が
不
可
欠
。
地
域
の
社
会

資
源
を
見
つ
め
直
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら
住

民
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

◆
地
域
で
つ
な
ぐ
切
れ
目
の
な
い
支
援

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
東
京
都
民
生
児
童

委
員
連
合
会
の
寺
田
晃
弘
さ
ん
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
国
際
活
動
市
民
中
心
（
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ａ
）
の

高
田
友
佳
子
さ
ん
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人Learning 

for A
ll

の
入
澤
充
さ
ん
に
ご
登
壇
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
３
人
か
ら
は
、
次
の
よ

う
に
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
民
生
児
童
委
員

は
、
地
域
住
民
の
一
人
と
し
て
隣
人
の
小
さ

な
変
化
に
気
づ
き
、
身
近
な
相
談
相
手
と
な

り
、
訪
問
や
調
査
か
ら
地
域
福
祉
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
。
外
国
人
支
援
で
は
、

言
葉
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
日
本
人
と
同
じ

よ
う
に
生
活
上
の
課
題
が
あ
る
一
方
、
支
援

さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
外
国
人
が
支
援
す
る

側
に
も
回
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
子
ど
も

の
貧
困
問
題
で
は
、
支
援
に
つ
な
が
り
づ
ら

い
状
況
に
ど
う
介
入
し
て
い
く
か
が
重
要
で

あ
り
、
地
域
や
学
校
、
行
政
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
さ

ま
ざ
ま
な
方
と
連
携
し
て
支
援
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
こ
と
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
か
ら
の

課
題
提
起
か
ら
、
地
域
で
困
り
ご
と
を
抱
え

る
人
た
ち
へ
の
多
方
面
で
の
支
援
が
あ
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
ど

の
よ
う
に
活
動
を
続
け
て
き
た
か
お
互
い
に

共
有
し
、
学
び
あ
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
多
様
な
人
材
、
社
会
資
源
が
集

ま
る
東
京
に
お
け
る
小
地
域
福
祉
活
動
に
つ

い
て
取
り
上
げ
、
さ
ら
に
充
実
し
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
開
催
を
め
ざ
し
ま
す
。

東社協 発

シンポジウムの様子
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3月31日（木）時点の情報です。感染症拡大防止のため、イベントが中止になる可能性があります。
詳細は各団体にお問合わせください。

助成金

2022年度 JCI助成プログラム
締切 4月22日（金）17時必着　助成 1年間で最大
1,000万円まで　内容日本のさまざまなヘルス
ケアに関わる社会課題に対して長期的な視点
で取り組む非営利団体に対し、プロジェクトへ
の助成　対象ヘルスケアに関連した次世代を
担う子ども・若者の支援 申込申請書類一式を
メールにて提出　問合ジョンソン・エンド・ジョ
ンソン日本法人グループJAPAN COMMUNITY
IMPACT 助成プログラム担当
メール RA-MEDJPTO-JJCCJP@its.jnj.com
HP https://www.jnj .co.jp/our-societal-
impact/grant-program_2022

令和4年度 東京ウィメンズプラザ
配偶者暴力防止等民間活動
助成事業
締切 4月28日（木）必着 助成（1）民間団体が行
うDV被害者支援、DV対策等に係る活動を支
援する自主活動、施設の安全対策等への助成
（事業に係る経費の1/2以内で限度額100万円。
DV被害者への同行支援事業については、助
成限度額150万円） （2）DV防止や被害者支援
等に関する活動に対し、専門的な知識や経験を
持つアドバイザーの派遣　対象東京都内に事
務所（もしくは事務を行うための決まった場所）
または活動拠点を有している民間団体・グルー
プ　※事業の内容によっては都内在住又は在
勤の個人でも申請可 申込所定の申請書と必
要書類を郵送　問合東京ウィメンズプラザ事業
推進担当 配偶者暴力防止等民間活動助成事

業担当 〒150-0001 渋谷区神宮前5-53-67
TEL 03-5467-1980 FAX 03-5467-1977
メール S0000666@section.metro.tokyo.jp
HP https://www.twp.metro.tokyo.lg.jp/aid/
tabid/72/Default.aspx

2022年度 高齢社会助成
「地域福祉チャレンジ活動助成」
締切 5月31日（火）消印有効　助成最大400万円　
内容地域包括ケアシステムの展開と深化につな
がる次の5つのテーマのいずれかに該当する活
動。①福祉施設や福祉・介護・リハビリテーショ
ン専門職と地域住民の協働によるインフォーマ
ルなサービスづくりへ向けてのチャレンジ活動
②認知症（若年性認知症を含む）の人、家族と
住民が共に行う安心、安全に暮らせる地域づく
りへ向けてのチャレンジ活動③人生の看取りま
で含む生活支援につながる実践へ向けてのチャ
レンジ活動④高齢単身者、家族介護者を含め
た複合的な生活課題に対する（家族への）支援
につながる実践へ向けてのチャレンジ活動⑤
高齢者、障がい者、子ども等全世代交流型の活
動・就労の機会提供、社会参加づくりへ向けて
のチャレンジ活動　対象次の2つの要件を満た
している団体（法人格の有無は問わない）。①
助成テーマにチャレンジする意欲がある団体②
他の団体・機関、住民組織等と協働で活動する
団体 申込所定の申請書に記入の上、必要書
類を添付して郵送 問合（公財）ニッセイ財団 
高齢社会助成事務局 〒541-0042 大阪府大阪
市中央区今橋3-1-7 日本生命今橋ビル4F
TEL 06-6204-4013 FAX 06-6204-0120
メール kourei-fukusi@nihonseimei-zaidan.or.jp
HP http://nihonseimei-zaidan.or.jp

講座・シンポジウム

2022年度 第9回国内研修事業
締切 5月13日（金）消印有効　日時 7月7日（木）
～7月8日（金）※Zoomによるオンライン研修　
定員 24名　 費用 無料　 内容 HPにて掲載予定　
対象社会福祉法人・NPO法人に所属し、障害福
祉サービスに従事している方。実務経験3年以
上、上限年齢40歳程度の方。Zoomを利用した
オンライン研修を受けられる方　申込 HPより所
定の書類をダウンロードの上、添付書類と合わ
せて郵送　問合（社福）清水基金 〒103-0027 
中央区日本橋3-12-2朝日ビルヂング3階
TEL 03-3273-3503 FAX 03-3273-3505
HP https://www.shimizu-kikin.or.jp/

その他

犯罪お悩みなんでも相談
日時 4月1日（金）～令和5年3月31日（金）※受付
日・時間：火・木曜日（祝日・年末年始を除く）9時
～17時　費用無料　内容社会福祉士や精神保
健福祉士による犯罪の悩みに関する電話相談
（TEL：03-6907-0511）　対象都内在住の万引き
や暴力、痴漢などの犯罪行為をしてしまうご本
人、そのご家族または関係者の方　申込 不要
※来所相談について相談員から案内する場合
あり 問合東京都生活文化スポーツ局都民安
全推進部都民安全課
TEL 03-5388-2265
HP https://www.tomin-anzen.metro.tokyo.
lg.jp/chian/anshinanzen/saihan-boushi/
hanzai-sodan/

■会議資料
■「社会保障教育モデル授業等に関する検
討会（第４回）」資料（厚生労働省／3月）
■第８回健康・医療・介護情報利活用検討会
資料（厚生労働省／3月）
■令和３年度全国児童福祉主管課長会議資
料（厚生労働省／3月）
■令和３年度全国介護保険・高齢者保健福
祉担当課長会議資料（厚生労働省／3月）
■高齢者の特性を踏まえたサービス提供の
あり方検討会　報告書（都福祉保健局／３月）
■コミュニティ・スクールの在り方等に関す

る検討会議 最終まとめ（文部科学省／3月）
■特別支援教育を担う教師の養成の在り方
等に関する検討会議（第5回）配布資料（文
部科学省／3月）

■第209回社会保障審議会介護給付費分
科会（Web会議）資料（厚生労働省／3月）
■令和３年度社会・援護局関係主管課長会
議資料（厚生労働省／3月）

■調査結果
■令和２年人口動態統計（確定数）の概況（厚
生労働省／2月）

■公立特別支援学校における教室不足調
査の結果（令和3年10月1日現在）（文部科
学省／3月）

■生活保護の被保護者調査（令和2年度確
定値）の結果（厚生労働省／3月）
■令和2年 東京都人口動態統計年報（確定
数）（都福祉保健局／3月）
■令和3年中における自殺の状況（警察庁／3
月）

■その他
■ひきこもりに関する普及啓発・情報発信
（都福祉保健局／3月）

受付＝受付期間 締切＝申込締切　日時＝日時 場所＝場所 助成＝助成金額 定員＝定員　費用＝参加費　内容＝内容・テーマ　対象＝対象者
申込＝申込方法　問合＝問合せ先　※この他にも東社協ホームページに各種情報を掲載していますhttps://www.tcsw.tvac.or.jp/about/keyword/kakushu.html

内容等のお問い合わせはそれぞれの団体・出版社へお願いいたします。
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●�毎月1回8日発行／定価315円（本体286円＋税10%）
●�発行人／新内康丈　社会福祉法人東京都社会福祉協議会�
東京都新宿区神楽河岸1番1号��☎03（3268）7171
●�振替口座／00110-4-71955
●�https://www.tcsw.tvac.or.jp/
ご意見お待ちしています！
●�kouhou@tcsw.tvac.or.jp
●�イラスト／加藤由紀　●�デザイン・プリント／株式会社美巧社
※�「福祉広報」全ページをホームページに公開しています。
※ 視覚障害のある方に読んでいただくため、テキストデータをホームページに掲載しています。 

https://www.tcsw.tvac.or.jp/koho/kohoText/

定期購読者募集中！

社会福祉法人をはじめとするさ
まざまな主体が地域の福祉課題
の解決にむけて取り組んでいる
実践を「ふくし実践事例ポータ
ル」で紹介しています

本号では、十分な感染症対策をとった上で取材を行いました。
一部記事では、Web会議システムなどを用いたリモート取材を行いました。

ご注文は東社協図書係まで
☎０３（３２６８）７１８５
https:// www.tcsw. 

tvac.or.jp/

東社協の

本

Photo

管 洋志 Suga  Hiroshi

福
祉
作
業
所
の
製
品
を
通
じ
て

障
害
の
あ
る
方
と
地
域
の
つ
な
が
り
を

結
ん
で
い
く

福
祉
作
業
所
の
利
用
者
が
製
作
し
た
バ
ッ
グ
や
雑
貨
、

小
物
類
な
ど
を
専
門
に
扱
う
オ
ン
ラ
イ
ン
の
セ
レ
ク

ト
シ
ョ
ッ
プ
を
運
営
す
る
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｏ
Ｕ
代

表
理
事
の
友
田
由
香
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

NEW �母子福祉部会紀要�№１４（令和２年度）
　　　�～�社会的養護の担い手としての�

母子生活支援施設の役割と課題～
母子福祉部会では、プロジェクト活動として「地域に
必要とされる母子生活支援施設づくりをめざして」を
テーマに、都内の母子生活支援施設の現状把握のた
めに支援内容等についての調査を実施し、事例集を
作成しました。
さらに、コロナ禍での現状把握をするために行った調
査の結果についても掲載しています。
◆規格 A4判／140頁 ◆発売日 2022.3.23
◆定価 1,980円（本体1,800円+税10％）

NEW �福祉職場の新任職員・未経験者は�
何に悩んでいる？�
施設長・先輩職員のための�
定着応援ハンドブック

近年、福祉分野の職場には、
他業種からの転職者や福祉
を学んだことがない「未経験
者」の参入がみられます。人
材不足解消のためには、新た
な人材の確保につなげる取
組みが大切なことはもちろん、
現在働いている人材の育成・
定着の視点も重要です。未経
験者を含む新任職員の「定着
支援」が人材不足解消の一助

になると考え、新任職員のよくある困りごととその解
決のためのヒント、施設の取組み事例、施設等が利用
できる制度や助成金の情報をまとめています。施設・
事業所において、ぜひご活用ください。
◆規格 B5判／52頁 ◆発売日 2022.4.4
◆定価 440円（本体400円+税10％）

◆
息
子
の
存
在
が
活
動
の
原
点

今
の
活
動
の
原
点
に
は
息
子
の
存
在

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
団
体
名
の
Ｓ
Ｏ

Ｕ
の
由
来
も
息
子
の
名
前
の
一
部
が
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
息
子
は
自
閉

症
で
、高
等
部
ま
で
特
別
支
援
学
校
に

通
っ
て
い
ま
し
た
。
卒
業
後
は
福
祉
作

業
所
で
、木
工
製
品
を
製
作
し
て
い
ま

す
。
私
自
身
は
精
神
障
害
者
の
福
祉
作

業
所
で
、週
2
日
ほ
ど
技
術
指
導
員
と

し
て
働
い
て
い
ま
す
。洋
服
や
バ
ッ
グ
、

雑
貨
の
デ
ザ
イ
ン
や
縫
製
を
し
て
い
た

前
職
の
経
験
を
活
か
し
て
、革
製
品
を

利
用
者
と
一
緒
に
製
作
し
て
い
ま
す
。

福
祉
作
業
所
に
は
、息
子
が
幼
い
頃

か
ら
時
々
見
学
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

当
時
は
暗
い
印
象
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、実
際
に
福
祉
作
業
所
で
働
き
、

障
害
の
あ
る
方
た
ち
と
接
す
る
と
、そ

れ
ま
で
抱
い
て
い
た
印
象
と
は
違
っ
た

場
所
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
利
用
者
の
製

作
物
一
つ
ひ
と

つ
が
個
性
的
で

趣
が
あ
り
ま

す
。
中
に
は
職

人
の
よ
う
な
方

も
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
製
品

を
地
域
の
人
に

も
っ
と
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
、仲
間
と
セ
レ
ク

ト
シ
ョ
ッ
プ
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

◆
自
分
の
惚
れ
込
ん
だ
製
品
を
選
ぶ

法
人
立
ち
上
げ
の
準
備
の
た
め
に
製

品
を
探
し
て
い
た
平
成
27
年
秋
頃
、精

神
障
害
者
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
参

加
す
る
機
会
が
あ
り
、そ
こ
で
出
店
さ

れ
て
い
た
福
祉
作
業
所
の
製
品
を
見
た

時「
廃
材
を
製
品
に
し
た
い
」と
い
う
団

体
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
ク
オ
リ
テ
ィ
、デ

ザ
イ
ン
の
す
べ
て
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

同
時
に
、こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
製

品
の
存
在
は「
自
分
た
ち
の
活
動
が
う

ま
く
い
く
の
で
は
な
い
か
」と
の
想
い

を
強
く
さ
せ
ま
し
た
。
個
人
的
に
そ
の

製
品
に
惹
か
れ
た
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
福
祉
作
業
所
と
の
出
会
い
は
活
動

を
始
め
る
後
押
し
と
な
る
大
き
な
出
来

事
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
約
20
か
所
の
福
祉
作
業
所
と

連
携
し
て
お
り
、ペ
ン
ケ
ー
ス
や
小
物

入
れ
、ト
ー
ト
バ
ッ
グ
な
ど
２
０
０
点

近
く
の
製
品
が
あ
り
ま
す
。
販
売
し
て

い
る
ほ
と
ん
ど
の
製
品
は
私
が
各
地
を

回
っ
て
実
際
に
見
た
り
、連
絡
を
取
っ

た
り
し
な
が
ら
選
ん
で
い
ま
す
。
自
分

自
身
が
惚
れ
込
ん
だ
製
品
で
な
い
と
お

客
様
に
良
さ
が
伝
わ
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
の
で
、製
品
は
好
み
で
選
ぶ
こ
と

が
多
い
で
す
。製
品
の
製
作
過
程
で
、う

ま
く
つ
く
れ
な
か
っ
た
と
感
じ
る
と「
や

り
た
く
な
い
」と
言
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
時
に
、福
祉
作
業

所
の
職
員
が
励
ま
し
、気
持
ち
に
寄
り

添
い
な
が
ら
完
成
さ
せ
た
製
品
が
届
く

と
嬉
し
い
で
す
。

◆
お
客
様
の
声
が
自
信
に
つ
な
が
る

Ｓ
Ｏ
Ｕ
を
設
立
し
て
1
年
は
立
川
商

工
会
議
所
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
と

し
て
実
店
舗
も
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
ウ
ェ
ブ
シ
ョ
ッ
プ
、イ
ベ
ン
ト

で
の
製
品
販
売
を
中
心
に
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
毎
回
の
荷
物
の
移
動
は
大
変
で
す

が
、製
品
を
手
に
取
っ
た
お
客
様
が
喜

ん
で
い
る
姿
を
見
る
と
活
動
を
続
け
て

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
で

す
が
、「
障
害
の
あ
る
方
が
製
作
し
て
い

る
か
ら
買
う
」の
で
は
な
く
、「
製
品
が

良
い
か
ら
買
う
」と
い
っ
た
意
識
に
変

わ
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

他
方
で
、製
作
の
ク
オ
リ
テ
ィ
と
価

格
に
ズ
レ
が
あ
る
と
感
じ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
私
自
身
は
製
品
自
体
に
価
値

が
あ
り
、価
格
を
上
げ
て
も
良
い
と
思
っ

て
い
ま
す
が
、売
れ
残
っ
た
時
の
在
庫

を
心
配
し
て
安
い
価
格
で
販
売
す
る
福

祉
作
業
所
も
あ
り
ま
す
。
職
員
の
方
た

ち
も
多
忙
で
な
か
な
か
販
売
に
手
が
回

ら
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、Ｓ
Ｏ
Ｕ

で
は
製
品
が
売
れ
た
時
の
お
客
様
の
声

を
、職
員
に
お
伝
え
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
何
度
も
繰
り
返
し
伝
え
る
こ

と
で
、職
員
の
自
信
に
つ
な
が
り
、製
品

へ
の
考
え
方
も
変
わ
っ
て
く
る
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

◆
得
意
な
こ
と
で
障
害
の
あ
る
方
を 

つ
な
い
で
い
く

製
品
を
買
っ
た
方
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
立
ち
寄
っ
た
り
し
た
方
が
製
品
の

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
良
い
な
と

思
い
ま
す
。そ
う
し
た
方
々
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

紹
介
し
た
り
、友
人
に
教
え
た
り
、フ
ァ

ン
に
な
っ
た
方
か
ら
の
口
コ
ミ
で
、障
害

の
あ
る
方
と
の
つ
な
が
り
が
少
し
で
も

多
く
な
れ
ば
気
持
ち
に
寄
り
添
え
る
社

会
に
近
づ
け
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。自
分

の
得
意
な
こ
と
を
通
じ
て
、地
域
と
障
害

の
あ
る
方
た
ち
を
結
べ
る
活
動
を
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

実際に販売している製品

NPO法人SOU
代表理事�友田由香さん

くらし ひと今◀�「Souショップ」
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